
(57)【要約】

【課題】　従来の面照明装置では、導光板の凹部には、

全て点光源を設置していたので、明るさを変更するため

には、点光源を設置する凹部の数の相違する導光板に変

更する必要があった。

【解決手段】　本発明に係る面照明装置は、点光源を設

置した基板と、点光源を配置する点光源用の凹部を側面

側に設けた導光板とを備え、導光板の光源用の凹部の数

を、配置する点光源の数よりも多くし、基板の点光源を

導光板の対応する点光源用の凹部に配置したものである

。

【選択図】　　　　図１

JP 2005-293864 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 点 光 源 を 設 置 し た 基 板 と 、 前 記 点 光 源 を 配 置 す る 点 光 源 用 の 凹 部 を 側 面 に 沿 っ て 設 け た
導 光 板 と を 備 え 、
　 前 記 導 光 板 の 光 源 用 の 凹 部 の 数 を 、 配 置 す る 点 光 源 の 数 よ り も 多 く し 、 前 記 基 板 の 点 光
源 を 前 記 導 光 板 の 対 応 す る 点 光 源 用 の 凹 部 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 点 光 源 を 用 い た 面
照 明 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 導 光 板 の 光 源 用 の 凹 部 の 形 状 を 全 て 同 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 点 光 源 を 配 置 し た 前 記 光 源 用 の 凹 部 に 前 記 点 光 源 を 配 置 し な い 前 記 光 源 用 の 凹 部 を
隣 接 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 点 光 源 を 配 置 し た 前 記 光 源 用 の 凹 部 間 、 ま た は 、 前 記 点 光 源 を 配 置 し た 前 記 光 源 用
の 凹 部 と 前 記 点 光 源 を 配 置 し な い 前 記 光 源 用 の 凹 部 間 に 逆 三 角 形 の 凹 部 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 請 求 項 に 記 載 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 導 光 板 の 前 記 点 光 源 を 配 置 し た 側 の 側 面 側 に 反 射 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か の 請 求 項 に 記 載 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 光 板 の 底 面 側 に 反 射 板 、 前 面 の 照 射 面 側 に 拡 散 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か の 請 求 項 に 記 載 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か の 請 求 項 に 記 載 の 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 照 射 面 側 に 前 記
導 光 板 か ら 出 射 す る 光 を 変 調 し て 、 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 表
示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 及 び 該 面 照 明 装 置 を 用 い た 誘 導 灯 、 液 晶 表 示 装 置
等 の 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 面 照 明 装 置 は 、 側 面 に 点 光 源 装 置 凹 部 を 複 数 個 設 け た 透 明 板 か ら な る 導 光 板 に お
い て 、 該 側 面 の 上 記 凹 部 と 凹 部 と の 間 に 略 三 角 形 状 の 切 れ 込 み を 設 け た 点 光 源 を 用 い た 面
照 明 装 置 用 導 光 板 を 使 用 す る も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ５ １ １ ３ ０ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 面 照 明 装 置 は 、 導 光 板 の 凹 部 に 全 て 点 光 源 を 設 置 し て い た 。 い い か え る と
、 点 光 源 と 同 じ 数 の 凹 部 を 設 け て い た 。
　 そ こ で 、 明 る さ を 変 更 す る た め に は 、 導 光 板 を 変 え 、 点 光 源 を 設 置 す る 凹 部 の 数 の 相 違
す る 導 光 板 に 変 更 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 導 光 板 を 変 更 し な い で
、 明 る さ を 変 え る こ と が で き る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 明 る さ が 均 一 な 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 こ の 面 照 明 装 置 を 用 い 、 目 的 に 応 じ て 容 易 に 明 る さ を 変 え る こ と が で き 、 表 示 面
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の 明 る さ が 均 一 な 表 示 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 は 、 点 光 源 を 設 置 し た 基 板 と 、 点 光 源 を 配 置 す
る 点 光 源 用 の 凹 部 を 側 面 に 沿 っ て 設 け た 導 光 板 と を 備 え 、 導 光 板 の 光 源 用 の 凹 部 の 数 を 、
配 置 す る 点 光 源 の 数 よ り も 多 く し 、 基 板 の 点 光 源 を 導 光 板 の 対 応 す る 点 光 源 用 の 凹 部 に 配
置 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 は 、 導 光 板 の 点 光 源 挿 入 用 の 凹 部 の 数 を 、 配 置
す る 点 光 源 の 数 よ り も 多 く し 、 基 板 の 点 光 源 を 導 光 板 の 対 応 す る 点 光 源 用 の 凹 部 に 配 置 し
た の で 、 同 一 の 導 光 板 で 点 光 源 を 設 置 し た 基 板 を 交 換 す る こ と に よ り 、 点 光 源 の 数 を 変 え
る こ と が で き 、 容 易 に 照 射 面 の 明 る さ を 変 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 を 示 す 図 で あ り 、 図
１ （ ａ ） は 、 そ の 平 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 、 凹 部 中 の 点 光 源 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は
、 同 じ く 、 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 点 光 源 の 数 を 増 や し た 導 光 板 を 示 す 平 面 図 で あ り
、 図 ３ は 、 同 じ く 、 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 凹 部 に 点 光 源 を 配 置 す る 方 法 を
説 明 す る 図 で あ る 。
　 こ れ ら の 図 に お い て 、 ア ク リ ル 板 等 の 透 明 板 で あ る 導 光 板 １ の 一 側 面 に 複 数 の 光 源 用 の
凹 部 ３ を 形 成 す る 。 こ の 光 源 用 の 凹 部 ３ の 形 状 は 、 導 光 板 １ を 側 端 か ら 平 行 に 切 り 込 み 先
端 を 半 円 状 に し た も の で あ り 、 切 り 込 み の 幅 、 半 円 の 大 き さ は 、 発 光 ダ イ オ ー ド 等 の 点 光
源 ２ が 容 易 に 収 容 で き る よ う に 点 光 源 ２ の 大 き さ に 合 せ る 。 ま た 、 同 形 状 が 望 ま し い が 、
点 光 源 ２ が 配 置 で き れ ば 、 異 形 状 が 混 在 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ の 導 光 板 １ は 、 左 右 対 称 に ４ 個 の 同 形 状 の 光 源 用 の 凹 部 ３ を 設 け 、 そ の う ち 、 中 央
の ２ 個 に 点 光 源 ２ を 配 置 し た 例 で あ る 。 導 光 板 １ の 点 光 源 ２ を 設 置 す る 側 面 に 対 向 し て 、
反 射 板 ７ を 設 け る 。 ま た 、 中 央 の ２ 個 の 点 光 源 ２ 間 に 点 光 源 ２ を 設 置 し な い 逆 三 角 形 の 凹
部 ４ を 設 け て い る 。
　 図 １ に は 記 載 を 省 略 し て い る が 、 通 常 は 、 導 光 板 １ の 前 面 の 照 射 面 側 に 拡 散 板 、 及 び 導
光 板 １ の 底 面 側 に 反 射 板 を 設 け る 。 拡 散 板 で 、 照 射 面 か ら 出 射 光 が 均 一 化 さ れ 、 ま た 、 底
面 側 に 反 射 板 に よ り 、 導 光 板 １ の 底 面 側 か ら の 光 の 損 失 が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 点 光 源 ２ を 配 置 す る 方 法 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 ５ に
所 定 数 の 点 光 源 ２ を 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 対 応 し て 設 け る 。 点 光 源 ２ を 設 置 し た 基
板 ５ を 導 光 板 １ の 側 面 側 に 設 置 し 、 点 光 源 ２ を 対 応 す る 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 配 置
す る 。 こ の 場 合 は 、 反 射 板 ３ は 、 基 板 ５ の 点 光 源 ２ を 設 置 し て い る 面 を 反 射 板 と す る 。 即
ち 、 ア ル ミ 基 板 に 白 色 塗 料 を 塗 布 す る 等 完 全 拡 散 反 射 面 に 近 い 面 を 形 成 す る よ う に す る 。
　 ま た 、 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 点 光 源 ２ を 配 置 す る 方 法 は 、 所 定 数 の 点 光 源 ２ を 導
光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 対 応 し て 設 け た 基 板 ５ を 導 光 板 １ の 下 部 に 設 置 し 、 同 じ く 点 光
源 ２ を 対 応 す る 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 配 置 す る 。 こ の 場 合 は 、 導 光 板 １ の 側 面 に は
、 基 板 ５ と は 別 に 反 射 板 ７ を 設 け る 。
　 反 射 板 ７ に よ り 、 点 光 源 ２ の 出 射 光 は 、 有 効 に 導 光 板 １ に 入 射 し 、 照 射 面 か ら 出 射 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ の 導 光 板 １ で は 、 外 側 の ２ 個 の 光 源 用 の 凹 部 ３ に も 点 光 源 ２ を 追 加 す る こ と に よ り
、 明 る さ を 増 加 す る こ と が で き る 。 点 光 源 ２ の 数 を 変 え る の は 、 点 光 源 ２ を 設 置 し た 基 板
５ を 取 り 替 え る 。
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　 図 ２ は 、 点 光 源 ２ の 数 を 更 に 増 や す た め 、 光 源 用 の 凹 部 ３ の 数 を 増 や し た 導 光 板 １ の 例
で あ る 。 こ の 場 合 は 、 実 線 で 示 し た ３ 個 の 点 光 源 ２ に よ る ３ 灯 照 射 と 点 線 で 示 し た ４ 個 の
点 光 源 ２ を 追 加 し 、 中 央 の 実 線 の １ 個 を 削 除 し て ６ 灯 照 射 と す る も の で あ る 。 こ の 場 合 も
点 光 源 ２ を 設 置 し た 基 板 ５ を 交 換 す る 。 点 光 源 用 の 凹 部 ３ 間 に は 、 逆 三 角 形 の 凹 部 ４ を 設
け て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 で は 、 同 一 の 導 光 板 １ で 基 板 ５ を 交 換 す る こ
と に よ り 、 点 光 源 ２ の 数 を 変 え る こ と が で き 、 容 易 に 照 射 面 の 明 る さ を 変 え る こ と が で き
る 。
　 そ こ で 、 誘 導 灯 な ど の 同 一 サ イ ズ で 、 異 な る 光 量 に 規 定 さ れ た 器 具 （ 例 え ば 、 Ｂ 級 誘 導
灯 の Ｂ Ｌ 形 、 Ｂ Ｈ 形 等 ） に 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 を 使 用 す る 場 合 、 点 光 源 ２ 付 き の 基
板 ５ を 変 え る だ け で 、 同 一 の 導 光 板 １ で 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 は 、 光 源 用 の 凹 部 ３ の う ち 、 点 光 源 ２ を 設 置
し な い 光 源 用 の 凹 部 ３ は 、 照 射 面 の 明 る さ を 均 一 化 す る の に 有 効 で あ る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 点 光 源 用 の 凹 部 ３ の 点 光 源 ２ か ら の 出 射 光 は 、 放 射 状 に 出 る が 、 こ
の う ち 点 光 源 ２ を 設 置 し て い な い 点 光 源 用 の 凹 部 ３ に 到 達 し た 光 は 、 表 面 で 全 反 射 ま た は
点 光 源 用 の 凹 部 ３ 内 を 経 て 、 側 面 ま た は 底 面 に 設 け た 反 射 板 ７ に よ り 反 射 さ れ 、 再 度 点 光
源 用 の 凹 部 ３ か ら 導 光 板 １ 内 に 入 射 す る 。 こ の よ う に 光 源 を 配 置 し て い な い 点 光 源 用 の 凹
部 ３ は 、 光 源 を 配 置 し て い な い に も か か わ ら ず 点 光 源 用 の 凹 部 ３ 内 か ら 光 が 発 せ ら れ る よ
う に 光 の 進 行 方 向 を 変 化 さ せ る こ と が で き る た め 、 点 光 源 用 の 凹 部 ３ は 、 擬 似 光 源 と し て
機 能 し 、 光 源 を 多 数 用 い た 場 合 と 同 様 に 明 る さ を 均 一 化 す る 作 用 が あ る 。
　 特 に 、 反 射 板 ７ と し て 拡 散 反 射 板 を 用 い る と 、 ラ ン ダ ム に 反 射 し た 光 が 、 点 光 源 用 の 凹
部 ３ か ら 導 光 板 １ 内 に 再 入 射 さ れ る た め 、 光 源 か ら 全 方 向 に 光 を 出 射 す る 光 源 を 配 置 し た
点 光 源 用 の 凹 部 ３ と 同 様 な 光 の 広 が り を 得 る こ と が で き る た め 好 ま し い 。
　 さ ら に 、 点 光 源 ２ を 設 置 し な い 光 源 用 の 凹 部 ３ は 、 点 光 源 ２ を 設 置 し た 光 源 用 の 凹 部 ３
と 同 形 状 と す る こ と に よ り 、 擬 似 光 源 と し て 同 様 の 出 射 パ タ ー ン と な り 、 照 射 面 の 明 る さ
の 均 一 化 に は よ り 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ 、 図 ６ に モ ン テ カ ル ロ 法 に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 示 す 。
　 図 ５ は 、 導 光 板 １ 及 び 設 置 し た 点 光 源 ２ を 示 す 。 こ れ は 、 図 １ と 同 じ も の で あ り 、 各 寸
法 は 、 記 載 の 通 り で あ る 。
　 図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 導 光 板 １ の 照 射 面 の 光 源 用 の 凹 部 ３ の 頂 部
（ 半 円 の 先 端 ） か ら の 距 離 が 、 ５ ｍ ｍ 、 １ ０ ｍ ｍ 、 ２ ０ ｍ ｍ 位 置 で 、 横 に ２ ０ ０ ｍ ｍ の 全
幅 （ 横 軸 ） に わ た る 明 る さ の 均 一 性 （ 縦 軸 に 照 度 の 相 対 値 を 表 示 ） を み た も の で あ る 。 実
線 が 図 ５ の 導 光 板 １ で あ り 、 点 線 は 、 図 ５ で 両 外 側 の 光 源 用 の 凹 部 ３ が な い 場 合 で あ る 。
　 こ れ ら の ３ 図 と も に 点 光 源 ２ が 配 置 さ れ な い 光 源 用 の 凹 部 ３ が あ る 方 が 均 一 性 が 増 し て
い る の が わ か る 。
　 ま た 、 点 光 源 ２ を 設 置 し た 凹 部 ３ 間 ま た は 点 光 源 ２ を 設 置 し た 凹 部 ３ と 設 置 し な い 凹 部
３ 間 に 逆 三 角 形 の 凹 部 ４ を 設 け る こ と に よ り 、 導 光 板 １ の 照 射 面 の 明 る さ を 均 一 化 で き る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 は 、 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ の 形 状 を 全 て
同 形 状 と す る こ と に よ り 、 光 源 用 凹 部 ３ で 、 点 光 源 ２ を 配 置 し な い 光 源 用 凹 部 ３ は 、 擬 似
光 源 と し て 機 能 し 、 光 源 用 の 凹 部 ３ に 配 置 し た 点 光 源 ２ と 同 様 な 光 出 射 パ タ ー ン と な り 、
照 射 面 の 明 る さ の 均 一 化 に 効 果 が 大 き い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 は 、 点 光 源 ２ を 配 置 し た 光 源 用 の 凹 部
３ に 点 光 源 ２ を 配 置 し な い 点 光 源 用 の 凹 部 ３ を 隣 接 さ せ る こ と に よ り 、 隣 接 さ せ た 点 光 源
２ を 配 置 し な い 点 光 源 用 の 凹 部 ３ は 、 擬 似 光 源 と し て 、 照 射 面 の 明 る さ の 均 一 化 に 有 効 に
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機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ７ は 、 実 施 の 形 態 ２ の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 平 面 図 で あ る 。 本 実 施 の
形 態 の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 は 、 導 光 板 １ の 点 光 源 用 の 凹 部 ３ を 導 光 板 １ の 側 面 側 の
端 部 に 形 成 し た 一 列 の 穴 と し 、 こ の 穴 に 点 光 源 ２ を 配 置 す る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 の 形
態 １ と 同 様 で あ る 。 ま た 、 得 ら れ る 効 果 も 同 様 で あ る 。
　 本 導 光 板 １ の 場 合 の 点 光 源 ２ の 配 置 は 、 図 ３ に 示 す 点 光 源 ２ を 設 置 し た 基 板 ５ を 導 光 板
１ の 下 部 に 設 置 し て 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
　 図 ８ は 、 表 示 板 組 立 部 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ り 、 図 ９ は 、 表 示 装 置 を 示 す 分 解 斜 視 図 で
あ る 。 本 実 施 の 形 態 の 表 示 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ 、 ２ に 記 載 の 面 照 明 装 置 の 導 光 板 １ の 照
射 面 側 に 表 示 板 １ ０ 又 は 電 気 信 号 に 応 じ て 表 示 情 報 を 可 変 で き る 液 晶 表 示 板 等 を 配 置 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 表 示 組 立 部 １ ３ は 、 導 光 板 １ の 背 面 側 に 反 射 板 ７ を 配 置 し 、 ま た 、
照 射 面 側 に 、 順 次 、 照 射 面 側 に 光 を 配 光 す る 光 学 板 ９ 、 拡 散 板 ８ 、 表 示 手 段 で あ る 表 示 板
１ ０ （ 例 え ば 、 ピ ク ト グ ラ ム の 印 刷 さ れ た 表 示 板 ） を 配 置 し 、 こ れ ら を 枠 １ １ に 収 納 し 、
上 部 を 反 射 板 （ 点 光 源 ２ の 光 を 導 光 板 １ の 下 方 に 反 射 す る 反 射 板 ） 付 き の カ バ ー １ ２ で 覆
い 形 成 さ れ る 。
　 こ の よ う に し て 組 立 て た 表 示 組 立 部 １ ３ の 上 部 の 導 光 板 １ の 光 源 用 の 凹 部 ３ に 対 応 し て
カ バ ー １ ２ の 背 面 側 に 形 成 し た 光 源 穴 か ら 基 板 ５ に 設 置 し た 点 光 源 ２ を 凹 部 ３ に 配 置 す る
。 こ れ ら を 筐 体 １ ５ に 、 表 示 板 組 立 部 １ ３ が 蓋 に な る よ う に 取 付 け 、 表 示 装 置 を 形 成 す る
。 な お 、 筐 体 １ ５ 内 に は 、 駆 動 装 置 １ ４ を 収 容 す る 。
　 本 表 示 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ 、 ２ に 記 載 の 面 照 明 装 置 の 導 光 板 １ の 照 射 面 側 に 表 示 手 段
で あ る 表 示 板 １ ０ 又 は 液 晶 表 示 板 等 を 配 置 し た の で 、 目 的 に 応 じ て 容 易 に 明 る さ を 変 え る
こ と が で き 、 ま た 、 表 示 面 の 明 る さ が 均 一 な 表 示 装 置 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 の 形 態 １ 、 ２ 、 ３ に お い て は 、 点 光 源 ２ を 導 光 板 １ の 一 側 面 に 沿 っ て 設 け て い る が
、 対 向 す る 二 側 面 に 沿 っ て 設 け た り 、 ま た 、 三 側 面 、 さ ら に 四 側 面 に 沿 っ て 設 け て も よ い
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 光 源 用 の 凹 部 ３ の 数
を 増 や し た 導 光 板 １ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 光 源 用 の 凹
部 に 点 光 源 を 配 置 す る 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 光 源 用 の 凹
部 の 照 射 面 の 明 る さ を 均 一 化 す る 機 能 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 光 源 用 の 凹
部 の 照 射 面 の 明 る さ を 均 一 化 す る 機 能 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン す る 導 光 板 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 光 源 用 の 凹
部 の 照 射 面 の 明 る さ を 均 一 化 す る 機 能 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 点 光 源 を 用 い た 面 照 明 装 置 の 導 光 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の 表 示 板 組 立 部 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の 表 示 装 置 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-293864 A 2005.10.20



　 １ 　 導 光 板 、 ３ 　 点 光 源 用 の 凹 部 、 ４ 　 逆 三 角 形 の 凹 部 、 ５ 　 基 板 、 ７ 　 反 射 板 、 １ ０
表 示 手 段 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(7) JP 2005-293864 A 2005.10.20



【 図 ９ 】
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